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県では、毎年12月４日から10日の「人権週間」の期間を中心に、県民誰もが参加でき、また人権問

題を日常の身近な問題として考えることができる人権啓発イベントなど、多彩な啓発活動を県内全域を

対象として実施しています。 

１ 主な人権啓発事業 

 ○人権メッセージ展 

人権を身近に感じてもらえるよう、各界の著名人等から寄せられた人権メッセージを展示する

とともに、来場者からの人権メッセージを募集する参加型のイベント。 

  ○かながわハートフルフェスタ 

   地域に密着した人権啓発活動として、県内各地持ち回りで毎年開催。全国中学生人権作文コンテ

ストやいきいき子ども写真コンテストの表彰式のほか、人権啓発講演会を開催。 

  ○湘南ベルマーレと連携・協力した人権啓発活動 

ホームゲームの入場ゲートで啓発物品を配布するほか、場外に啓発ブースを設置し、人権ぬり

え、クイズ、アンケート等を実施。このほか、シーズン開幕前の恒例イベントでの啓発活動、

保育園児対象の人権教室を実施。 

２ 平成28年度 実施結果 

 ○人権メッセージ展 

実施日 実施場所 来場者数 

平成28年12月３日～４日 クイーンズスクエア横浜 2,357名 

 ○かながわハートフルフェスタ 

実施日 実施場所 来場者数 

平成28年12月10日 ヨコスカ･ベイサイド・ポケット  364名（定員410名） 

 ○湘南ベルマーレと連携・協力した人権啓発活動 ホームゲーム 

実施日 実施場所 来場者数 

平成28年10月１日 Shonan BMW スタジアム平塚 10,665名 

３ 平成28年度の見直しポイント 

 ①無意識的な差別に、気づきを促すための啓発を実施。 

  ②実際に人権に配慮して行動できるようになるための啓発を実施。 

  ③普通の生活を支えている基本的な人権を、再認識するための啓発を実施。 

  ④プロスポーツチームとの連携・協力を拡大。 

  ⑤人権啓発事業のPRを積極的に実施。 

 ＊見直しポイントは、「かながわ人権政策推進懇話会」や「神奈川県人権啓発推進会議」等において、

いただいたご意見を基に設定。 

 ＊法務省の方針に沿い、障害者の人権、外国人の人権（ヘイトスピーチ等）に関する啓発を積極的に

実施。 
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５ 見直しポイントに沿った具体的な取組み （太字は新規） 
見直しポイント 取組み内容 

①無意識的な差別に、気づきを促す

ための啓発を実施。 
人権メッセージ展 湘南ベルマーレ 
来場者に対し、日常的な出来事の中から人権への気づきを導

き出す啓発資料を配布（計300部）。 

②実際に人権に配慮して行動できる

ようになるための啓発を実施。 
人権メッセージ展 
会場ステージで来場者参加型のアトラクションを実施。 
・補助犬によるデモンストレーション 

・ミニ手話教室 
イベント終了後、アトラクションの様子を録画した動画を県

HPに掲載。 

③普通の生活を支えている基本的な

人権を、再認識するための啓発を実

施。 

人権メッセージ展 ハートフルフェスタ 湘南ベルマーレ 
・世界人権宣言パネルの展示。 

湘南ベルマーレ 
・啓発ブースで来場者に対し、世界人権宣言を分かりやすく

訳した資料を配布。 

・来場者に対し、アンケートを実施。 
 Q「世界人権宣言を知っていますか？」 

 A「知っていた」 45％ 

「なんとなく聞いたことがある」 43％ 

「知らなかった」 12％ 
④プロスポーツチームとの連携・協

力を拡大。 
人権メッセージ展 
・湘南ベルマーレ選手が人権メッセージを寄稿（３名）。 
その他 
・外国人の人権、ヘイトスピーチの解消及び多文化共生に関する

啓発クリアファイルを作製し、試合会場等で配布。 

＜連携・協力先＞ 
・横浜ビー・コルセアーズ（バスケットボール） 
・横浜FC、横浜Y.S.C.C.（サッカー） 

⑤人権啓発事業のPRを積極的に実

施。 

人権メッセージ展 ハートフルフェスタ  湘南ベルマーレ   
・県広報紙、記者発表、SNS（HP、twitter）での情報発信。 
人権メッセージ展 ハートフルフェスタ 
・県内市町村の広報媒体を活用した情報発信。 
人権メッセージ展 
・メッセージ寄稿者等の広報媒体を活用した情報発信。 

 


